
平
へい

成
せい

２７年
ねん

 ６月
がつ

号
ご う

 

宇都宮
う つ の み や

市
し

立
り つ

 城
し ろ

山
やま

中
ちゅう

央
お う

小
しょう

学
がっ

校
こ う

 
 

おうちの人
ひと

と読
よ

みましょう。 
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学
が く

年
ねん

 １年
ねん

 ２年
ねん

 ３年
ねん

 ４年
ねん

 ５年
ねん

 ６年
ねん

 

月・日 

７月
がつ

 ６日
むいか

  ５月
がつ

１１日
にち

 ６月
がつ

 ８日
よ う か

 ７月
がつ

１３日
にち

 ９月
がつ

 ７日
な のか

 ９月
がつ

１４日
じゅうよっか

 

１０月
がつ

１９日
にち

 ９月
がつ

２８日
にち

 １０月
がつ

２６日
にち

 １１月
がつ

 ９日
ここのか

 １２月
がつ

２１日
にち

 １１月
がつ

３０日
にち

 

１２月
がつ

 ７日
な のか

 １月
がつ

１８日
にち

     

と   しょ  かん 

城
しろ

山
やま

中
ちゅう

央
おう

小
しょう

では，夏
なつ

休
やす

みと冬
ふゆ

休
やす

みに家
うち

読
どく

カードを配
はい

布
ふ

し，家
うち

読
どく

を推
すい

進
しん

し

ています。今
こん

月
げつ

号
ごう

（裏
り

面
めん

）では，昨
さく

年
ねん

度
ど

の冬
ふゆ

休
やす

みに実
じっ

施
し

した家
うち

読
どく

カードの感
かん

想
そう

を紹
しょう

介
かい

します。長
ちょう

期
き

休
やす

み以
い

外
がい

にも家
か

族
ぞく

で公
こう

共
きょう

図
と

書
しょ

館
かん

へ行
い

くなどして，

家
うち

読
どく

の機
き

会
かい

を増
ふ

やしていただければと思
おも

います。 

家
か

族
ぞく

で読
どく

書
しょ

！ 家
うち

読
どく

のすすめ 

町
まち

の先
せん

生
せい

の読
よ

み聞
き

かせ 

下
か

記
き

の日
にっ

程
てい

で，朝
あさ

８：１５～８：３０の１５分
ふん

間
かん

，町
まち

の先
せん

生
せい

（小
こ

金
がね

沢
ざわ

頼
より

子
こ

先
せん

生
せい

）の読
よ

み聞
き

かせがあります。手
て

遊
あそ

びや素
す

話
ばなし

，読
よ

み聞
き

かせ，本
ほん

の紹
しょう

介
かい

など盛
も

りだくさんの内
ない

容
よう

です。

楽
たの

しみにしていてください。 

日
ひ

にち：６月
がつ

１１日
にち

（木
もく

） 

時
じ

 間
かん

：昼
ひる

休
やす

み 

場
ば

 所
しょ

：体
たい

育
いく

館
かん

 

持
も

ってくるもの：入
にゅう

場
じょう

券
けん

 

今
こん

回
かい

は，『たのきゅう』というお話
はなし

の絵
え

本
ほん

シアタ 

ーを行
おこな

います。たのきゅうは，芝
しば

居
い

の役
やく

者
しゃ

です。故
ふる

 

郷
さと

の村
むら

へ帰
かえ

る途
と

中
ちゅう

，暗
くら

い山
やま

道
みち

で突
とつ

然
ぜん

目
め

の前
まえ

にうわ 

ばみ（大
おお

きなへび）が現
あらわ

れて…。 

参
さん

加
か

してくれた人
ひと

全
ぜん

員
いん

に，特
とく

製
せい

しおりをプレゼン 

トします。友
とも

だちを誘
さそ

ってみんなで来
き

てください。 

『たのきゅう』 

小
お

沢
ざわ

正
ただし

/文
ぶん

 

太
おお

田
た

大
だい

八
はち

/画
が

 

だい   かい   え   ほん      くに ちゅうもく 



 
 
   

『はるのプレゼント』 あべはじめ/作
さく

・絵
え

 くもん出
しゅっ

版
ぱん

 

１ページずつ読
よ

み合
あ

いをしましたが，読
よ

み方
かた

がとっても上
じょう

手
ず

になっていてビック 

リ！毎
まい

日
にち

の音
おん

読
どく

の成
せい

果
か

があらわれていて，成
せい

長
ちょう

を感
かん

じました。この本
ほん

を読
よ

んで春
はる

の 

訪
おとず

れが待
ま

ち遠
どお

しく，気
き

持
も

ちが温
あたた

かくなりました。            （１－１ 母
はは

） 
 
 

『ちびドラゴンのおくりもの』 イリーナ・コルシュノフ/作
さく

 国
こく

土
ど

社
しゃ

 

いつもより長
なが

いお話
はなし

に挑
ちょう

戦
せん

しました。読
よ

み聞
き

かせをしたあと，もう一
いち

度
ど

自
じ

分
ぶん

で読
よ

 

んでいました。ハンノーがちびドラゴンに何
なに

事
ごと

もほめちぎられて自
じ

信
しん

を持
も

っていく 

様
よう

子
す

にほめることの大
たい

切
せつ

さを再
さい

認
にん

識
しき

させられました。      （２－１ 父
ちち

，母
はは

） 
 

 

『福
ふく

沢
ざわ

諭
ゆ

吉
きち

』 桑
くわ

原
はら

三
さぶ

郎
ろう

/監
かん

修
しゅう

 集
しゅう

英
えい

社
しゃ

 

子
こ

どもにとって初
はじ

めての歴
れき

史
し

の本
ほん

だったのですが，今
いま

まで読
よ

んできた本
ほん

とはまた 

違
ちが

って新
しん

鮮
せん

だったようです。最
さい

後
ご

まで集
しゅう

中
ちゅう

して読
よ

み切
き

った後
あと

に，内
ない

容
よう

を教
おし

えても 

らいました。                          （３－１ 母
はは

） 
 

 

『はじめてのかり』 吉
よし

田
だ

遠
とお

志
し

/作
さく

・絵
え

 リブリオ出
しゅっ

版
ぱん

 

大
だい

好
す

きな本
ほん

で，何
なん

度
ど

も読
よ

むたびにライオンのかっこいいところが好
す

きなんだと話
はな

 

してくれます。動
どう

物
ぶつ

の自
し

然
ぜん

の姿
すがた

がよくわかる本
ほん

でした。          （３－２ 母
はは

） 

  
 

『ぼくは王
おう

さま』 寺
てら

村
むら

輝
てる

夫
お

/作
さく

 理
り

論
ろん

社
しゃ

 

わがままばかりは，いけないですね。○○くんは本
ほん

が大
だい

好
す

きなので，お母
かあ

さんも 

       この本
ほん

を読
よ

みたくなりました。ぜひ読
よ

んだあとの感
かん

想
そう

を話
はな

し合
あ

いたいですね。楽
たの

し 

       みです。                              （４－１ 母
はは

） 
 

 

『あやかし探
たん

偵
てい

団
だん

 １』 藤
ふじ

ダリオ/作
さく

 くもん出
しゅっ

版
ぱん

 

すすめられて読
よ

ませてもらったけど，話
はなし

が二
に

転
てん

三
さん

転
てん

して，物
もの

語
がたり

に引
ひ

き込
こ

まれて

しまう，とっても楽
たの

しい本
ほん

でした。続
ぞく

編
へん

があるそうですね。また読
よ

んでみたいです。 

これからもたくさんいろんな本
ほん

を読
よ

んでくださいね。        （５－１ 父
ちち

） 
  

『戦
せん

国
ごく

人
じん

物
ぶつ

伝
でん

 明
あけ

智
ち

光
みつ

秀
ひで

』 加
か

来
く

耕
こう

三
ぞう

/企
き

画
かく

・構
こう

成
せい

・監
かん

修
しゅう

 ポプラ社
しゃ

 

良
よ

い本
ほん

を紹
しょう

介
かい

してくれてありがとう。明
あけ

智
ち

光
みつ

秀
ひで

は織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

を裏
うら

切
ぎ

っただけの人
じん

物
ぶつ

だと思
おも

っていたけれど，戦
いくさ

をなくして平
へい

和
わ

な世
よ

の中
なか

を目
め

指
ざ

していた人
ひと

だと初
はじ

めて知
し

りました。                                                    （６－１ 父
ちち

） 
 

 

『らくだい魔
ま

女
じょ

と水
みず

の国
くに

の王
おう

女
じょ

』 成
なり

田
た

サトコ/著
ちょ

 ポプラ社
しゃ

 

本
ほん

が大
だい

好
す

きな６年
ねん

生
せい

になってくれてパパはうれしいです。これからも読
よ

みたい本
ほん

はどんどん読
よ

んでください。中
ちゅう

学
がく

生
せい

になると忙
いそが

しくなるけれど，それでも本
ほん

を読
よ

む

時
じ

間
かん

を大
たい

切
せつ

に，〇〇にとって素
す

晴
ば

らしい１冊
さつ

を見
み

つけてください。  （６－２ 父
ちち

） 
   

家
うち

 読
どく

 の 感
かん

 想
そう

 


